
今月の休館日
6月11日（木）

期間限定ＯＰＥＮ！
バーベキューコーナー

グラウンドゴルフ大会開催中
毎月開催しています。上位の男女各10位までの
入賞者に賞品をご用意。
あなたも参加してみませんか。

●参加料　1,000円（弁当・参加賞付き）

５月から８月まで屋外バーベキューコーナーを営業してい
ます。ご家族、ご友人と一緒にお楽しみください。

 風呂の日
毎月10日、20日、30日は入浴料金が半額。
通常　大人400円→200円
　　　小人200円→100円　※3歳から中学生

 回数券の日
6月4日（木）、18日（木）
　21日（日）、25日（木）

ユーパレスユーパレス弁天

営業時間
温　泉………午前10時～午後11時 
プール………午前10時～午後  9時
トレーニングジム…午前10時～午後  9時
レストラン…午前11時～午後  9時
物産館………午前  9時～午後  7時

野々島 2441‒1 ☎ 348‒2626 
ホームページ　　　　　　　
http://www.u-benten.jp/

●参加費　100円

●と　き　午後5時～9時（2時間制）
6月は土日祝のみ
7～8月は毎日営業

●料　金　大人3,000円
小人（小・中学生）1,500円

※要予約、4名様から

Facebook

営業時間　温   泉………午前10時～午後11時 
プール………午前10時～午後  9時 
トレーニングジム…午前10時～午後  9時
（日曜日は午後7時まで）
レストラン…午前11時～午後9時
（平日は午後2時半～5時準備）
物産館………午前9時～午後7時 

営業時間 　温　泉……午前10時～午後11時 
プール……午前10時～午後 ９時 
トレーニングジム…午前10時～午後 ９時
　　　  （日曜日は午後7時まで）
レストラン…午前11時～午後 ９時
  （平日午後２時半～５時は準備）
物産館……午前 ９時～午後 ７時

野々島 2441－1
☎ 348－2626 
ホームページ
http://www.u-benten.jp/ FacebookFacebook

野々島 2441－1
☎ 348－2626 
ホームページ
http://www.u-benten.jp/

飲み放題
プランあり

温泉
入浴券付き

8月末まで屋外バーベキューコーナーが営業中。
温泉入浴券付き。飲み放題プランもあります。

●とき　午前11時～午後9時（2時間制）
●料金　大人3,000円

小人（小・中学生）1,500円
※２日前までに要予約、4名様から

回数券の日
９月３日（木）、17日（木）
　 20日（日）、25日（金）

９月10日（木）

熊本県水とみどりの森づくり税
本年度から第3期（5年間）がスタート

　熊本県では平成17年度から「熊
本県水とみどりの森づくり税」（年
間個人500円、法人千～4万円）を
活用して、貯水や防災など森林の公
益的機能を向上するため、森林を元
気な姿にする取り組みや森林の役割
などの普及啓発を行なっています。
皆さんのご理解とご協力をお願いし
ます。

あなたの500円
が森を守ってい
るモン！

●問い合わせ先
県農林水産政策課
☎333－2422

くまもとサプライズ
キャラクター「くまモン」

神楽の宴
　ことしも大分県佐賀関の「馬場子ども神楽」
が大人顔負けのダイナミックな踊りを披露しま
す。また、本市の子どもたちによる神楽も披露
される予定です。

●と　き　９月21日（月・祝）
●ところ　大広間ステージ

9月はインボディが登場
　約90秒間、裸足で乗るだけで筋肉量や骨
量、身体年齢などが測定できるインボディ。こ
の機会に自分の体をチェックしてみませんか。

●ところ　トレーニングジム
●料　金　1回500円
　※９月12日（土）のみお休み

●料金　大人3,000円
　　　　小人（小～中学生）1,500円
★その他飲み放題プランあり。　★利用者には温泉入浴券付
●営業
午後5時～9時※6月は土日祝のみ営業。7～8月は毎日営業。
ご予約・お問い合わせは事務所までおたずねください。

風呂の日
毎月10日、20日、30日は入浴料金が半額。
通常　大人400円→200円
　　　小人200円→100円　※3歳から中学生

回数券の日
6月4日（木）、18日（木）、21日（日）、25日（木）

★週末のイベント、ビンゴ大会好評開催中
毎週日曜日16時～　参加費100円
温泉入浴券など景品を複数ご用意しています。
参加賞有り。

今月の休館日は
6月11日（木）

要予約4名様から　2時間制
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な
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。

※ 

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局
管
内

区
域
に
所
在
す
る
、
国
・
市
町
村
・
人

権
擁
護
委
員
組
織
体
・
そ
の
他
の
人
権

啓
発
の
主
体
が
相
互
に
連
携
協
力
し
、

阿
蘇
大
津
地
域
で
の
人
権
啓
発
活
動
を

総
合
的
、
効
果
的
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つ
効
率
的
に
実
施

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。

花の種子などを受け取った各学年の代表児童と
人KENまもるくん・人KENあゆみちゃん

慰霊碑に花を供えました 慰霊祭宣言を掲げる児童たち


